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ピーカーで再生することを前提に作品創り
が行われていました。表現できる空間は点
です。多くの制作者はここでONとOFF
という空間を説明します。間違いではあり
ませんが現実的、具体的にモノラルスピー
カーで再生できる空間でしょうか？確かに
ONとOFFの音は存在します。しかしそ
れは微妙なONとOFFを表現できません。
マイクロフォンにONで収録された音に対
してOFFの音、この比較でONとOFFが
表現されているのです。スタジオ夜話的創
意工夫です。モノラルスピーカーで表現で
きる空間は極端なONとOFF。微妙なON
とOFFの表現は比較という演出的な方法で
表現可能な空間です。
　また、あまり空間表現で語られることが
少ないのですが、仮に演出的なもので表現
可能な空間もも含まれるなら、点でしか表
現できないモノラルでも登場人物が動く空
間（動作空間？）も表現できます。
　マイクロフォンの前で台詞などに動作も
加えて収録すると人物そのものが結果的に
自分の声で比較となるONとOFFをつけ
ることになり、あたかも動作している空間
を表現します。
　一方ヘッドフォン再生を考えてみましょ
う。スピーカー再生と考え方は基本的に同
じですが、再生音自体には大きな違いがあ
ります。それは通常ヘッドフォンはモノラ
ルでも、2つのスピーカーで聞いているの
と同じだということです。片耳タイプのも
のならまた話が違ってきます。話を少し戻
せばスピーカー再生でも複数個で再生すれ
ばこれも少しばかり話は変わってきます。
この問題は次のステレオのところで話しま
す。
　さてこの段階でスピーカー再生とヘッド
フォン再生での空間表現の大きな違いは定
位の問題です。
　モノラルなのに定位？そうです定位です。
ここでいう定位というのは再生された音が

どこにあるのかという定位ですスピーカー
再生された音は、部屋の中でスピーカー位
置に定位しています。ではヘッドフォン再
生された音はどこに定位しているのでしょ
う。
　定位位置は聴取者の頭の中にあります。
これを頭内定位と言います。当然この定位
に対して頭外定位というものもヘッドフォ
ン再生にはあります。読者の皆様は既にご
存知のことです。（ステレオの場合）2つの
スピーカーからでる音をそれぞれ両耳で聴
く（両耳聴）という行為から起こる現象です。
スピーカー再生の場合でも、こうした頭内
外定位の問題はありませんが、複数個のス
ピーカー再生を行うことで音の聞こえ方が
全く違うものにもなります。
　こうした表現する空間に対する様々な考
え方、具体的、現実的な要素も含め、次の
お話、ステレオでの表現が今日的全方位立
体音響にも通じるものだと思います。

2）ステレオ
　サウンドドラマステレオでの空間表現は
音による様々な表現の原点です。サウンド
ドラマとここでは表現していますが、それ
はかつてのラジオドラマから受け継がれて
きた空間表現です。前のお話、モノラルも
時代のながれ順ではなく、このステレオで
の空間表現からとらえるほうが理解しやす
いでしょう。
　また現実的に多くの聴取者の聴取環境は
スピーカー、ヘッドフォンにかかわらずス
テレオです。
　では、はじめにこのステレオという環境
でモノラルとはどういう位置づけなので
しょうか？
　ステレオ環境で専門書や専門家はモノラ
ルの信号はステレオでの左右という形の中
で同位相、同レベルと表現しています。
　スタジオ夜話的にはこれは正解ではあり
ません。前提条件にステレオ聴取環境で左
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☆ はじめに

　新年明けましておめでとうございます。
平成も今年で年号がかわります。新しい年
のはじまりです。スタジオ夜話今年もよろ
しくお願いします。今年最初のスタジオ夜
話前号での予定では具体的な制作技法の第
3回目、スピーカー試聴とヘッドフォン試
聴との比較、場面転換の具体例と二つのお
話をする予定になっていました。今回はそ
のスピーカー試聴とヘッドフォン試聴との
比較を含めサウンドドラマ制作の表現空間
についてお話を進めたいと思います。お付
き合いお願いいたします。

☆ 聴取環境で表現できる空間が異なる。
　当たり前の話ですが聴取環境の違いに
よってサウンドドラマなど、表現できる空
間に大きな違いが生じます。また現在多く
のハイレゾ再生機とヘッドホーン（イヤフォ
ン）が好調に売れ行きを伸ばしていること
を考えると、スピーカー再生を前提に制作
することが正解ともいえません。当然そこ
には表現技法の違いも生じます。
　そこでサウンドドラマ制作の基本として
聴取環境の違いと表現できる空間との関係
を理解することが重要と考えます。サウン
ドドラマ制作において表現できる空間には
演出上の工夫から表現する創造的な空間も
ありますが今回のスタジオ夜話では創意工
夫はちょっと外して現実的、具体的な表現
可能な空間についてお話をします。当たり
前のお話ですが今回ここで確認しておくこ
とは今後のサウンドドラマ制作で必ず役に
に立つことだと確信しています。

☆ サウンドドラマで表現する空間スピー
カー再生とヘッドフォン再生との比較な
どを加えながら

1）モノラル
　モノラル時代はご存知のように一本のス
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右中央に定位させる2つのモノラル信号は
という条件が抜けているのです。同位相と
いう条件は理解できます。
　一般的に左右2チャンネルのステレオで
は技術者の方々は、モノラル収録した素材
をパンポットを使い希望した位置に定位さ
せています。左右同レベルではありません
またエンジニアの方々は、この左右同レベ
ルでない素材をモノラル素材と呼んでいま
す。ステレオ収録した素材も使い方で限り
なくモノラルに加工、そして次第に変化し
てステレオにといった作業はよく行われま
す。左右間の移動を伴ったモノラル素材な
ど空間表現上では、モノラル素材では無く
なっています。ステレオでの空間表現の中、
モノラルはモノラルとしてとらえると混乱
を生じます。ステレオ環境のなかの一部と
理解するのが賢明です。
　映画の世界では、センターチャンネルは
昔から当たり前のことでした。サウンドド
ラマ世界では放送やCDメディアなどの進
化の過程で、センターチャンネルの発想が
随分遅くなってから意識されるようになっ
てきました。5.1chサラウンド世界がその
きっかけです。ステレオでの空間表現モノ
ラルが曖昧ななか、センターチャンネルの
み再生させるセンターモノ、センターを使
わず正面左右の中央に定位させる素材は、
その音像幅を考慮して創り込み明らかな、
モノラルセンター定位は、センターチャン
ネルに託すようになっています。ステレオ
での空間表現も5.1chサラウンドの出現で
進化しています。
　ステレオ環境でのモノラル表現も様々考
えられるようになっています。さてスピー
カー再生での空間表現は理解しやすいもの
の、ヘッドフォン再生では、様々な問題も
あります。最もシンプルな違いはスピーカー
再生では、再生する現実的空間は2つのス
ピーカー距離、その中でサウンドドラマが
展開されます。

　広い空間を現実的にカバーすることは困
難ですが、頭内定位が基本のヘッドフォン
には広い空間の表現には難しいものがあり
ます。しかし、その一方でこうした弱点を
克服して発展した技術もあります。頭の中
に全ての音が定位していたものが頭の外、
サラウンドに定位できるようになりました。
頭外定位、ヘッドフォンによるサラウンド
「バイノーラル」の出現です。
　かなりリアルな空間表現が可能になりま
した。この時ヘッドフォンはスピーカーの
補助的役割から独自の進化をとげることに
なって行きます。

☆ 次回は

　今回のお話の続きです。サウンドドラマ
で表現する空間、スピーカー再生とヘッド
フォン再生との比較などを加えながらです
表現空間についてさらに掘り下げます。
　新しい年を迎え皆様方の益々のご活躍と
健康でありますようお祈り申し上げます。
今年もスタジオ夜話宜しくお願い致します。


